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「望
洋
荘
」開
設
十
二
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
って 

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 

「
太
陽
」
と
「
月
」
は
、「
光
」
と
「
影
」
の
象
徴
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち

の
仕
事
に
も
、
多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
、
直
接
に
感
謝
さ
れ
、
或
い
は
賞
賛
さ
れ
る
「
光
」

の
よ
う
な
仕
事
と
、
あ
ま
り
目
立
た
ず
、
評
価
さ
れ
に
く
い
「
影
」
の
仕
事
が
あ
り
ま

す
。 

 

光
が
あ
る
か
ら
影
が
生
ま
れ
、
影
が
あ
る
か
ら
こ
そ
光
の
明
る
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

誰
も
が
憧
れ
る
「
光
」
の
仕
事
も
、
そ
れ
を
支
え
る
「
影
」
の
仕
事
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
光
」
の
仕
事
に
よ
っ
て
組
織
が
多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
影
」

の
仕
事
の
存
在
意
義
が
さ
ら
に
増
す
の
で
す
。
対
を
な
す
「
光
」
と
「
影
」
が
、
互
い

に
支
え
合
い
、
補
い
合
い
な
が
ら
、
私
た
ち
の
仕
事
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

光
と
し
て
、
影
と
し
て
、
お
互
い
に
連
携
を
密
に
し
て
「
自
分
の
仕
事
が
こ
の
組
織

（
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
）
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
、
日
々
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。
皆
さ
ん
に
暖
か
い
光
と
優
し
い
影
を
職
場
の

中
に
作
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
理
念
を
掲
げ
て
綴
っ
た
、
こ
の
一
年
間
の
「
望
洋
荘
・
せ
ん
し

ょ
う
苑
」
便
り
の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
ど
も
職
員

の
理
念
を
些
か
な
り
と
も
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

 (

百
二
十
一
）
望
洋
荘
最
長
寿
者
（
山
際
イ
ク
ヨ
様
）
逝
く 

(

百
二
十
二
）
昔
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
て 

(

百
二
十
三
）
早
春
の
花
の
色
は 

(

百
二
十
四
）
初
心
不
可
忘
（
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
） 

(

百
二
十
五
）
歯
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
（
そ
の
一
） 

 
 

 
 

 
 

 

―
唾
液
の
役
割
に
つ
い
て
― 

(

百
二
十
六
）
歯
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
（
そ
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 

―
素
敵
な
笑
顔
を
作
る
た
め
に
― 

(

百
二
十
七
）
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

開
設
十
周
年
を
迎
え
て 

(

百
二
十
八
）
東
洋
医
学
か
ら
教
わ
る
「
養
生
法
」 

(

百
二
十
九
）「
回
覧
板
の
歌
」
に
思
う 

(

百

三

十
）
望
洋
荘
で
の
四
人
目
の
「
百
歳
万
歳
」 

 
 

 
 

 
 

 

―
箱
崎 

タ
ニ
さ
ん
を
お
祝
い
し
て
― 

(

百
三
十
一
）
そ
の
一
言
で 

(

百
三
十
二
）
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
を
中
心
に
）
に
つ
い
て 
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家
族
会
か
ら
の
贈
り
物 

ユ
ニ
ッ
ト
対
抗
・玉
入
れ
大
会 

介護老人福祉施設 望洋荘 

クリスマス会 

12月 21日(日)に 2階ホールにて「クリスマス会」

を行いました。 

ホールにはクリスマスツリーや雪だるまの人形、色

とりどりの飾りが取り付けられてクリスマスムード一色と

なり、入居者様もサンタクロースの衣装に身を包んで

楽しまれていました。 

今年は新入社員による余興が行われました。この

日のためにみんなで練習を重ね、みんなで歌を唄っ

たり、ピンクレディーの振り付けを踊ったり色々な芸が

披露されると「まるでショーみたいだ」と喜ばれていま

した。プレゼントはなぜか女装した男性職員が配る

と、「あんたなんでそんな格好してるの」と苦笑しなが

らも「ありがとね～」と言われていました。 
 

「
望
洋
荘
家
族
会
」
様
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
、
入
居
者
の
皆
様
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
送
ら
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
素
敵
な
贈
り
物
に
、
皆
様
た
い
そ
う
気
に
入
ら

れ
た
よ
う
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
色
と
り
ど
り
の
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
を
暖
か
そ
う
に
羽
織
っ
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

「
こ
れ
あ
っ
た
か
く
て
い
い
わ
ぁ
～
、
あ
り
が
と
ね

～
」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

望
洋
荘
家
族
会
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

十
二
月
十
四
日(

日)

二
階
ホ
ー
ル
に
て
「
ユ
ニ
ッ
ト

対
抗
・玉
入
れ
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

玉
入
れ
と
い
っ
て
も
、
運
動
会
の
玉
入
れ
の
よ
う
に

棒
の
先
に
括
り
付
け
た
カ
ゴ
に
玉
を
投
げ
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
車
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
も
楽
し
め
る
よ

う
に
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
作
っ
た
玉
を
、
床
に
置
い
た

箱
め
が
け
て
投
げ
、
制
限
時
間
内
に
よ
り
多
く
の
玉

を
入
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
勝
ち
！
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。 

他
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
負
け
ま
い
と
「
よ
い
し
ょ
っ
」
と
力

い
っ
ぱ
い
玉
を
投
げ
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
玉
数
が
数
え

ら
れ
る
と
一
喜
一
憂
す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 
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十
二
月
二
十
三
日(

火)

午
後
二
時
よ
り
、
み
ま
や
広
場
に
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

を
行
い
ま
し
た
。 

 

女
性
職
員
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
「
き
ら
き
ら
星
」か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
入
所
者
様
・
職
員
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
他
に
も
釣
り
大
会
が

行
わ
れ
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
魚
が
釣
れ
た
時
は
満
面
の
笑
み
を
う
か
べ
、
始

終
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
ご
飯
茶
碗
や
お
箸
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
「こ
れ
は
い
い
ね
～
。
」

と
喜
ん
で
そ
の
日
か
ら
使
っ
て
い
る
方
も
お
り
ま
し
た
。 

 

ユ
ニ
ッ
ト
に
戻
る
と
ケ
ー
キ
や
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
が
用
意
さ
れ
、
入
所
者
の
皆
様
美

味
し
そ
う
に
召
し
上
が
り
大
満
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

                  

                   

 

十
二
月
七
日
（
日
）
正
午
十
二
時
よ
り
、
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト
入
居
者
様
と

職
員
に
て
「
忘
年
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
寿
司

や
ピ
ザ
、
ケ
ー
キ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
オ
ー
ド
ブ
ル
と
、
職
員
が
焼
い
た

熱
々
の
た
こ
焼
き
で
す
。
入
居
者
の
皆
様
は
、
好
き
な
物
を
選
ん
で
召
し
上
が

り
、
「こ
れ
美
味
し
い
で
す
よ
」
と
絶
賛
す
る
光
景
も
あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
終
始

笑
顔
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
お
腹
も
満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

歌
を
唄
う
こ
と
が
好
き
な
入
居
者
様
に
マ
イ
ク
を
渡
す
と
、
ノ
リ
ノ
リ
に
熱
唱

さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
入
居
者
様
も
曲
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
さ
れ
る
な
ど
、

ユ
ニ
ッ
ト
内
は
楽
し
い
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら
は
、

「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
こ
そ
今
年
一
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

忘年会・・・ みまや東ユニット 

クリスマス会・・・ みまや広場 
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十
二
月
二
十
五
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ
の
日
「
ス
ケ
ー
ト
の
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
な
の

か
と
い
い
ま
す
と
、
一
八
六
一
年
十
二
月
二
十
五
日
に
、
イ
ギ

リ
ス
人
探
検
家
ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
ト
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
が
、
函
館
で

日
本
初
の
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
が
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
牧
師
な
ど
外
国
人
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
、
明
治
の
終

わ
り
ご
ろ
に
は
、
日
本
人
に
も
定
着
し
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
約
百
五
十
年
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。
特
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
は
、
今
年
二
月
に

行
わ
れ
た
「
ソ
チ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
男
子
シ
ン
グ
ル
で
、
羽
生
結

弦
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
ま
た
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

史
上
初
め
て
百
点
を
超
え
る
一
〇
一
・
四
五
点
の
高
得
点
を
出

す
な
ど
、
世
界
中
の
人
々
を
驚
愕
さ
せ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
に
も
二
〇
〇
六
年
「
ト
リ
ノ 

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
「
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
」
で
有
名
な
荒
川
静
香

選
手
、
二
〇
一
〇
年
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
は
、
韓

国
の
キ
ム
・
ヨ
ナ
選
手
に
惜
し
く
も
敗
れ
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
浅
田
真
央
選
手
、
同
じ
く
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
大
輔
選
手

な
ど
数
多
く
の
優
秀
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。 

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
九
二
年
「
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル 

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤
み
ど
り
選
手
で
す
。
伊
藤

選
手
は
、
女
子
選
手
と
し
て
世
界
で
初
め
て
「
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ

ル
」
を
成
功
し
た
選
手
で
す
。
ま
た
、
日
本
人
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト

で
も
あ
り
、
荒
川
選
手
や
浅
田
選
手
な
ど
が
尊
敬
し
目
標
と
し

て
き
た
選
手
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
を
世
界
に
通
じ
る
レ
ベ
ル
に
導
い
た
偉
大
な
選
手
な
の
で
す
。 

   

望  

洋  

荘 

一
月 

一
日  

(

木)  

午
前
十
時
よ
り 

 

「
初
顔
合
わ
せ
」  

二
階
ホ
ー
ル 

 

一
月 

五
日  

(

月)  

午
後
二
時
よ
り 

 

「
避

難

訓

練
」  

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

    

   

せ
ん
し
ょ
う
苑 

一 

月  

一 

日  
(

木)  

午
前
九
時
三
〇
分
よ
り 

 

「初
顔
合
わ
せ
」  

み
ま
や
広
場 

 

一 

月 

十
一
日  

(

日)  

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

「新

年

会
」  

み
ま
や
西
・み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

            

渡

邉   

ツ

ル 

一 

小

林   

と

み 

一 

目

黒   

サ
ダ
ヨ 

一 

星

野   

葉

子 

一 

八

巻   

ヨ
シ
ノ 

一 

新

妻   
元

子 

一 

鈴

木   

チ

エ 
一 

野

崎   

フ

ミ 

一 

望  

洋  

荘 

月 月 月 月 月 月 月 月 

二
九 

二
七 

二
三 

十
八 

十
一 

十 五 二 

日 日 日 日 日 日 日 日 

様 （木
） 

永 

崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （火
） 

豊 

間 
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 
豊 
間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

四 

倉 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

豊 

間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （月
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

四 

倉 

ユ
ニ
ッ
ト 

（九
二
歳
） 

誕
生
日 

（九
〇
歳
） 

誕
生
日 

（九
三
歳
） 

誕
生
日 

（八
八
歳
） 

誕
生
日 

（八
九
歳
） 

誕
生
日 

（八
七
歳
） 

誕
生
日 

（九
二
歳
） 

誕
生
日 

（九
六
歳
） 

誕
生
日 

吉

田  

喜
和
子 

一 

竹

内  

シ
ゲ
子 

一 

島       

チ
ヨ
子 

一 

濱

地  

ト
モ
子 

一 

山

田  

ス

ヱ 

一 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 月 月 月 

二
八 

二
三 

二
〇 

十
五 

十
三 

日 日 日 日 日 

様 （
土
） 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
火
） 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
金
） 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
木
） 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
火
） 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

（
五
七
歳
） 

（
八
七
歳
） 

（
八
九
歳
） 

（
八
〇
歳
） 

（
八
五
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

【 

一 

月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

ス
ケ
ー
ト
の
日 

【 

一
月
の
行
事
予
定  

】 

【 

一
月
の
お
誕
生
日  

】 

【 

一 

月
の
行
事
予
定  

】 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 
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